
BIM ソフトの導入状況に関するアンケート（結果）

調査対象 設計６団体連絡協議会の各団体に所属している設計事務所開設者

調査方法 千葉県電子申請サービスによるWEBアンケート

調査期間 令和６年６月６日（木）から７月２６日（金）まで

回答状況 回答者数：３２

調査項目

回答者 調査項目

全員
回答

・事務所の業務形態

・事務所の従業員数

・公共（国、県、市町村）の設計業務委託の受託状況

・BIMソフトの導入状況

BIMｿﾌﾄ
導入済

・BIMソフトの導入時期

・BIMソフトを導入したきっかけ

・BIMソフト導入後のメリット

・BIMソフト導入後のデメリット

・BIM納品を条件とした設計業務委託の受注の可否

BIMｿﾌﾄ
未導入

・BIMソフトの導入予定

・BIMソフト未導入の理由

・BIMソフトを導入していないことにより感じたデメリット



全体 総合 意匠 構造 設備 その他※

３２社 ４社 ８社 １０社 ７社 ３社

１００％ １３％ ２５％ ３１％ ２２％ ９％

※その他内訳 ・研究開発 １社
     ・建設業兼設計事務所 ２社

総合設計事務所

（ 4 ）

意匠設計事務所

（ 8 ）

構造設計事務所

( 10 )

設備設計事務所

( 7 )

その他

( 3 )

(32)

事務所の業務形態



全体 １人 ２～５人 ６～
１０人

１１～
２０人

２０人
以上

３２社 ９社 １５社 ２社 ４社 ２社

１００％ ２８％ ４７％ ６％ １３％ ６％

1人

( 9 )

２～5人

( 15 )

６～１０人

( 2 )

１１～２０人

( 4 )

２０人以上

( 2 )

(32)

事務所の従業員数
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過去に受託したことがあり、現在も受託できる状況にある

過去に受託したことはあるが、現在は受託できる状況ではない

過去に受託したことはないが、現在は受託できる状況にある

過去に受託したことはなく、現在も受託できる状況ではない

公共（国、県、市町村）の設計業務委託の受託状況

＜複数選択可＞



全体 導入している 導入していない

３２社 １７社 １５社

１００％ ５３％ ４７％

BIMソフトの導入状況

導入している

( 17 )

導入していない

( 15 )

(32)
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総合設計事務所

意匠設計事務所

構造設計事務所

設備設計事務所

その他

導入している 導入していない

BIMソフトの導入状況（業務形態別）



BIMソフトの導入状況（事務所の従業員数別）
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1人

２～5人

６～１０人

１１～２０人

２０人以上

導入している 導入していない



BIMソフトの導入状況（公共設計業務の受託状況別）
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過去に受託したことがあり現在も受託できる状況にある

過去に受託したことはあるが現在は受託できる状況ではない

過去に受託したことはないが現在は受託できる状況にある

過去に受託したことはなく現在も受託できる状況ではない

導入している 導入していない



全体 ２０２４年 ２０２３年 ２０２２年 ２０２１年 ２０２０年
以前

１７社 ２社 ４社 ２社 ３社 ６社

１００％ １２％ ２４％ １２％ １８％ ３５％

２０２４年

( 2 )

２０２３年

( 4 )

２０２２年

( 2 )

２０２１年

( 3 )

２０２０年以前

( 6 )

(17)

BIMソフトの導入時期

＜BIM導入１７社＞



※その他  ・将来設計ツールとして必須になると判断したから
   ・海外での利用を見て

 ・国土交通省の『BIMを活用した建築生産・維持管理プロセス
   円滑化モデル事業』に携わったため

 ・図面間の不整合をなくすため。
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発注者からBIM活用を求められたため

協力会社等からBIM活用を求められたため

同業者がBIM活用を進めていたため

事務所内で要望があったため

事務の効率化のため

事務の質の向上のため

発注者へのプレゼンテーションに利用するため

データの蓄積・連携・活用のため

その他

BIMソフトを導入したきっかけ

※

＜複数選択可＞＜BIM導入１７社＞
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設計図書間での不整合が少なくなった

作業時間が短縮された

設計変更に対応しやすくなった

発注者への説明が容易になった

３Dでの可視化により理解度が向上した

業務の受注機会が増えた

特に効果はなかった

その他

BIMソフト導入後のメリット

※その他  ・まだ活用できていない ４件
   ・立面、断面図を書く必要がある図面では平面図情報から
   変換できたので作図の手間が省けた。

 ・今はトータル設計作業の時間は増えているが
   近い将来作業時間は短縮される

※

＜複数選択可＞＜BIM導入１７社＞
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ソフト、システム等の維持費が負担となっている

作業時間が増加した

人材育成にかかる時間・費用が増加した

協力会社等がBIMを導入しておらず、連携ができていない

従来のCADとBIMの二重作業が負担になっている

特にデメリットはなかった

その他

BIMソフト導入後のデメリット

※その他  ・2D図面よりも精度を要求されるため、作図に時間は要する。
   ・意匠設計からのデータ受理のタイミングが遅く、
   計画段階で活用できない ２件

＜複数選択可＞＜BIM導入１７社＞

※



BIM納品を条件とした設計業務委託
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過去に受託したことがあり、現在も受託できる状況にある

過去に受託したことはあるが、現在は受託できる状況ではない

過去に受託したことはないが、現在は受託できる状況にある

過去に受託したことはなく、現在も受託できる状況ではない

＜BIM導入１７社＞



BIMソフトの導入予定

＜BIM未導入１５社＞
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BIMを導入する具体的な予定がある

将来的にはBIMを導入する予定としている

今のところBIMを導入する予定はない
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BIMが何に活用できるか詳細を知らないため

BIMを活用できる人材がいないため

BIMソフトの購入等に高額な費用がかかるため

BIMを導入した場合習熟まで時間がかかるため

発注者からＢＩＭ活用を求められていないため

協力会社等からＢＩＭ活用を求められていないため

同業者がＢＩＭ活用を進めていないため

ＢＩＭ導入の費用対効果が見込めないため

その他

BIMソフト未導入の理由

＜複数選択可＞＜BIM未導入１５社＞

※その他  ・必要性がないため
   ・設備BIMは、施工段階、竣工後の管理運営には有効と考えるが、

  設計としての機能が少ないため
 ・BIM講習会に1度参加したが、JWW-CADでは対応できないように

   聞いた。「門前払い」にされたと感じた

※



BIMソフトを導入していないことにより感じたデメリット

＜複数選択可＞＜BIM未導入１５社＞
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特にデメリットは感じていない

発注者からBIM活用を求められたが対応できなかった

協力会社等からBIM活用を求められたが対応できなかった

詳細な納まり等を３Dで確認できなかった

業務の受注機会が減った

その他※

※その他  ・手入力の入力データーが多大と聞いており、
   小規模建物設計で採算が合わない
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